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後藤綾文・川島一晃

医学部 1.私たちがいたときは留学生の方が一人も来なかったので、 12月にある『滋賀パスツアー」のパス

1 !年 レクについて考えるというのが第一の仕事でした。いつもはパスレクをしていなかったようなのです

が、『留学生の皆が楽しめるなら』と今固から始めようと考えているようです。パスレクは完全ポラン

ティアですが、留学生のことを考えてそう行動できるのは素敵だと感じました。『留学生を第一に思

う」ということが、支援室のみなさんが共通して持っている、大事なものなのだと学びました。

2.病気で学校へ来られない留学生のことを非常に詳しく知っていて、なおかつ、一緒に病院に行つ

たりしていると知仏非常に驚きました.奨学金の停止などもすべて支接室の皆さんが対応してい

て、行動範囲が広いなぁと感じたのが、一番印象的だったところです。

医学部 1.三重大学の留学生の人数に比べて、留学生支援室の先生方の人数が非常に少ないと感じた。

1 !年 私たちが行かせていただいた時間帯が遅かったせいか直接、留学生が訪ねてくることは無かった

が、誰かが常に電話での応対をしていた。

2.ある留学生の子が5月ごろにメガネを無くしたらしい。留学生支援室を訪問させていただいている

聞に、職員さんにそのことを相韻していた。職員さんは軽くあしらうわけでもなく、いろんな部署に電

話をしてそのメガネの行方を捜していた。ただのメガネの、しかも遣い昔に落としたものに、きちんと

対応しているところが、たくさんの留学生の方遣の信頼を得ているのかなと感じた。

N 学生の取り組み

1.国際交流イベント企画・実施プロジェクト「インドを

知ろうJ

国際交流週間に行われるイベントを国際交流センター

教員と共同で企画・実施した(図的。イベントのテーマ

は留学生として共同してイベントを企画するインド人留

学生の母国である「インドを知ろう」というテーマに決

まっていた。学生たちはインドをテーマとして扱うなか

で、それぞれの固から渡日した留学生が楽しめるような

イベントとなるように、国際交流センター教員とインド

人留学生と意見交換しながら企画を進めた。最終的には、

①インドについてのクイズ、②自分の名前をヒンディー

語で書いた名刺を交換して交流することを行うことに決

めた。イベント実施にあたって、自分たちが楽しいと感

じるだけでなく、イベントに来てくれる留学生や日本人

学生がともに楽しいと感じるイベントとするためにはど

うすればよいのかと、学生たちは考えていった。たとえ

図1 rインドを知ろう」企画準備中の学生たち
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ば、日本語の理解が難しい留学生のために、クイズで使

用する日本語は容易な内容にし、絵や写真を多く使うこ

とで視覚的にも理解しやすくなるような工夫が見られた。

また、ヒンディ一語で書かれた名刺を交換することで、

自然に交流が生まれるような体験的活動を含めていた。

このプロジェクトは他プロジェクトグループよりも一

番早い時期にプロジェクト実施日があったが、人を呼び

込むためにSNS を使用したり、~週の授業までにそれ

ぞれの学生が何を準備してくるかを明確にして計画通り

に進めたり、おEいに尊重し合って自分の得意なところ

を活かしながら準備を進めていた。自分たちでは手が足

りない場合には他プロジェクトグループへの協力依頼を

する姿も見られた。留学生と日本入学生との交流イベン

トを企画する中で、留学生も日本人学生も楽しむことが

できる、お互いを仲間として尊重するという、支援の基

本を体験的に学ぶことができていたといえる。

国2 留学生インタビュー冊子作成中の学生たち
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